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自閉症のある子どもたちの 
ヘッドフォン型デバイス装着に向けた取り組み 
 
横山由紀＊，高橋眞琴＊＊ 
近年，障がいのある子どものたち発達支援に際して，様々な ICT 機器の活用が検討
されている。本研究においては，ICT 機器のデバイスの一つであるヘッドフォン型デ
バイスに着目し，自閉症のある子どもたちのヘッドフォン型デバイス装着に関する実
践的研究を行うことで，自閉症のある子どもたちが ICT 関連デバイスを使用する際の
感覚面における課題への対応について検討を加えていくことを目的とした。本研究に
おいては，自閉症のある児童 5 名を対象とし，ヘッドフォン型デバイス装着に際して，
感覚面の課題に対応する事前実践を行い，ヘッドフォン型デバイス装着時の手続きに
も計画的な配慮を行った。その結果，5 名全員の自閉症のある児童がヘッドフォン型
デバイスを円滑に装着することができた。 
[キーワード：情報メディア，情報システム，ヘッドフォン型デバイス，自閉症] 
1. 問題と目的 
1.1 障がいのある子どもたちの発達支援と ICT 
近年，障がいのある子どもたちの発達支援に際し
て，様々な ICT 機器の活用が検討されている。例え
ば，奥野・納富(2007)は，高機能自閉症児へのコン
ピュータ学習を動機づけとしたソーシャルスキルト
レーニングのプログラム(SMILE)を開発し実施した。
コンピュータの基礎的スキルの習得とソーシャルス
キルの獲得の双方を目的としたものであり，対象の
複数の児童はコンピュータ学習のスキル及び基本的
なソーシャルスキルも獲得したという結果を得てい
る。茂(2016)は，ICT を用いた発達障がいのある子
どもの支援に関する研究を実施しているが，研究し
た事例において，「ICT 等の機器が当てはまり，効
果的な支援につながった。しかし，これがすべての
人に当てはまるとは限らない。適切な支援につなが
るような提案ができるように，『選択肢』を支援者
側が多く持っていることが重要である。その選択肢
を体験し，選べるような環境を整えていくことが大
切である。」と述べている。このように，ICT 機器
は，障がいのある子どもの発達支援について，様々
な可能性を秘めている。 
本研究においては，ICT 機器のデバイスの一つで
あるヘッドフォン型デバイスに着目したい。ヘッド
フォン型デバイスは，聴力検査，音楽聴取，パーソ
ナルコンピューターや他の ICT 機器との接続，音声
読み上げソフトの聴取，聴力保護，バイオフィード
バックなど様々な用途に用いられる場合があるため
である。 
1.2 ヘッドフォン型デバイスと障がい支援 
それでは，ヘッドフォン型デバイスを用いた障が
い支援では，どのような研究が行われてきたのであ
ろうか。 
前述のように，ヘッドフォン型デバイスは，障が
い支援の分野では，まず，視覚障がいのアクセシビ
リティの観点で，用いられている。例えば，音声読
み上げソフトを集団授業で用いようとした際に，周
囲に音声が流れる。静穏な環境を保つために，ヘッ
ドフォン型デバイスを用いて音声を聴取することは，
一般的となっている。 
集団の場でのアクセシビリティ保障という観点で
は，平山(2013)が視覚障がい者の映画鑑賞に関する
研究を行っている。映画館で一般に行われている FM
ラジオのヘッドフォンを介した音声ガイドの聴取に
代替して，骨伝導ヘッドフォンを介した音声ガイド
を提案している。 
大内・岩谷・鈴木(2007)は，ヘッドフォンを介し
て，音場を再現する 3 次元音響バーチャルリアリ
ティを実現する聴覚ディスプレイ装置を開発してい
る。視覚障がいのある人たち向けの情報提示装置で
あり，空間認知や認知地図形成に係るコンテンツも
開発されている。 
尾崎・菅野(2013)は，ヘッドフォンを介して音楽
を聴取する際に，リスナーが保有する音楽ファイル
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データを用いて，年代やジャンル，地域などの情報
を伝達可能なアプリケーションを開発している。 
一方，ヘッドフォン型デバイスは，音に過敏があ
る自閉症の人々のノイズキャンセリング装置として
用いられるケースもある。気になる音をシャットア
ウトする用途で用いられている。このように，ヘッ
ドフォン型デバイスは，障がいのある人の支援上，
様々な用途で用いられている。 
1.3 自閉症と感覚過敏 
音に過敏がある自閉症の人々のノイズキャンセリ
ング装置について，前述したが，ここでは，自閉症
の感覚過敏に関する研究に検討を加えていきたい。 
鳥取大学医学部脳神経小児科(2016，p.81)による
と，広汎性発達障害(PDD: pervasive developmental 
disorders)について，「感覚の過敏とは，音や触覚
などに過敏でその感覚の曝露を極端に嫌がることを
いう。たとえば，太鼓や打ち上げ花火の音を怖がっ
て耳をふさぐ，抱っこを嫌がるなどである。一方で
は注射を痛がらないなど，感覚の鈍磨を示すことも
ある」と示唆している。石井(2007，p.302)も,「さ
まざまな感覚刺激を感じ取りそれに反応して身体を
動かすという体験が極端に少ないため，感覚刺激を
大脳がしっかり受容することができず，慣れない感
覚刺激に異常な反応を示すことになってしまう」と
自閉症を含む発達障がいのある子どもの感覚の反応
について述べている。北川他(2013)もまた，補聴器
装用が困難な重複障がいのある子どもについて，
「広汎性発達障害(PDD)あるいは対人関係発達の遅れ
を伴い，様々な感覚過敏が問題となった。」として
いる。 
渡辺・金生(2014，p.57)によると「こだわりや感
覚過敏に抵触したり，見通しがきかず切り替えが困
難であったりすると，教室や施設から飛び出したり，
ほかの子どもや先生への暴言・暴力といった攻撃行
動，自傷，激しい“パニック”が出現することが多
い」と高機能自閉症の二次障害を指摘している。 
このような感覚過敏に対して，感覚プロファイル
の開発と感覚特異性に対するアセスメントと支援の
あり方を考察した研究(萩原・杉本，2015)や発達障
がいのある子どもの感覚刺激への反応異常の評定や
臨床・教育面の指導，家族への説明に関する情報提
供を可能とする Sensory Profileに関する研究(梅田
他，2013)などの感覚プロファイルの研究がなされつ
つある。 
上記の研究動向からは，自閉症のある子どもたち
には，様々な感覚刺激に対する反応に課題があるこ
とが推測される。従って，ICT 機器のデバイス使用
の際にも，感覚刺激に係る反応によって，何らかの
影響がもたらされると考えられる。 
そこで，本研究においては，自閉症のある子ども
たちのヘッドフォン型デバイス装着に関する実践的
研究を行うことで，自閉症のある子どもたちが ICT
関連デバイスを使用する際の感覚面における課題へ
の対応について検討を加えていくことを目的とした。 
2. 方法 
2.1 対象児童 
本研究において，対象としたのは自閉症のある児
童 5名(表 1)である。いずれの児童も今後の ICTを用
いた発達支援の可能性を勘案し，小学校低学年の児
童を選定したが，それぞれの児童とも感覚面や行動
面の課題を有している。各児童の特性は，以下の通
りである。 
なお，ヘッドフォン型デバイスの装着にかかる研
究参加については，すべての児童及び保護者に口頭
及び文書を用いて説明を行ない，承諾を得ている。 
(1) A児について 
水分摂取が少なめで，ソーシャルストーリーを用
いて水分補給を行っている。パニックになった際に
は，泣き顔を×，笑顔を〇で提示している。スタッ
フにもこだわりがある。瘡蓋を搔きむしる。バンド
エイドも 2 秒程度の貼付にとどまっている。意向に
沿わないことがあると相手の両頬に掴みかかる傾向
があり，日常的に指導員に対して掴みかかる場合も
ある。偏食が顕著である。白米しか食べなかったり，
特定のメーカーのピザしか食べなかったりする時期
が何週間も続くことがあった。口の中に紙やおも
ちゃを入れ，噛むこともある。順番を待つことが苦
手である。模倣が苦手で，気に入った指導としか遊
ぶことができない傾向にある。遊具の共有が困難で
ある。時間の流れを示す際には，アナログ時計と説
表 1 児童の概要 
 
児 
童 
学年 診断名 
知的 
障害 
特徴的に困難を 
生じやすいこと 
A 小 2 自閉症 有 場所移動・場所・初対
面・フラッシュバッ
ク・身体接触 
B 小 1 広汎性 
発達障害 
有 場所・初対面・初体
験・見通し 
C 小 1 広汎性 
発達障害 
有 場所・初対面・初体
験・見通し・場面切替 
D 小 3 広汎性 
発達障害 
有 場所・初体験・見通
し・場面切替・てんか
ん発作有 
E 小 3 自閉症 有 話題選択・沈黙・見通
し・場面切替 
 
No.14 (2017) 3 
明が書かれた手順書を示している(図 1)。 
(2) B児について 
動作が緩慢な傾向がある。体幹がぐらぐらしてい
る傾向があり，バランスが悪く転倒することが多い。
首周辺に過敏がある。新しい環境が苦手で，活動場
所の移動に際して，時間を要する。できると思った
ことには，熱心に取り組むが，わからないことに取
り組むまでに時間を要する。意思疎通は可能である
が，気持ちを伝えることが苦手である。 
(3) C児について 
場所が変更になると，活動場所に入れないことが
多い。初めての場所では，身体が動かなくなり，膝
が曲がらず歩行が困難になる。温厚な性格であるが，
ドールハウスのタンスなど，ものを持つときに強く
握って，壊してしまうことが多い。握力のコント
ロールが課題である。興奮した際に，声が大きくな
る傾向が増加している。音過敏があり，緊張のため
身体が動かなくなる傾向がある。人見知りも強い。
いつも利用している場所で，異なる活動が行われて
いると中に入ることができなくなる。ペットボトル
のふたが開けられないなどの手先の不器用さも見ら
れる。 
(4) D児について 
てんかん発作があり，頭を触られるのを嫌がる。
身体を触られるのは好むが，突然「さわらないで」
と予期しないパニックになることが散見される。何
らかのストレッサーがあると推測される。家庭から
かぶってきた帽子を脱ぐのを拒否する。気持ちの切
り替えが苦手で，人なつこいが，慣れた人でないと
会話が成立しないことが多い。言葉を添えて伝える
ことで，言葉の獲得を目指している。紐結びなど，
手先が不器用である。来所時に上着を脱ぐことに強
い抵抗感を示す。 
(5) E児について 
感覚鈍麻があり，手の爪や足のつめを寝転がって
血が出るまでかむ傾向がある。気がついたら止める
ことができるが，無意識に噛んで壊すことが多い。
痛みが鈍く怪我をしても泣いたり，訴えたりするこ
とができない。手先を使う工作などが苦手である。 
図 2は，自閉症のある児童の尖足(つま先立ちの歩
行)傾向を示した様子である。感覚過敏に起因して，
床に足裏をつけることができにくい様子が見てとれ
る。 
2.2 使用機器 
ヘッドフォン型デバイスは， Neurosky 社の
mindwave MOBILE(図 3)である。このデバイスは，
ヘッドフォン型をしており，アプリケーションと併
用することで，生体信号を感知し，集中度，リラッ
クス度などの精神状態を可視化できるものである。
同社の’Quick Start Guide’注 1によると「肩の力を
抜き,センサー先端部(金属部分)が額に当たるように
センサーアームを調節し，イヤーループが耳の後ろ
に来るようにセットしたらイヤークリップを耳に挟
む。」といった手順を要する。本研究においては，
アプリケーション使用の前段階として，自閉症のあ
る児童のヘッドフォン型デバイスの装着の可能性を
検討することとする。 
また，対象児童については，前述したように，感
覚面での課題があるため，この機器の装着にあたり，
事前に，それらの感覚面の課題や過敏を軽減するた
めの実践を検討し，実施する。以下ではそれらの実
践について述べていく。 
図 1 アナログ時計と説明が書かれた手順書 
図 2 自閉症児の尖足の様子(筆者撮影) 
図 3 Neurosky社 mindwave MOBILE 
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2.3 ヘッドフォン型デバイス装着に係る事前実践 
(1) 児童の頭部への接触 
顔周辺と頭部への装着に関して，対象児童の実態
では，「帽子やヘルメットの着脱が難しい」，
「シャンプーできない」，「シャンプーハットが使
えずシャンプー時はパニックが起きる」，「児童本
人がヘヤバンドやカチューシャの装着を希望してい
るにもかかわらず，実際には，装着できない」など
の課題が散見された。これらの児童の実態から，複
数のヘッドフォン型デバイスを装着できない児童の
存在が予測された。 
そのため，まず指導員が日常的に，各児童の頭部
にさりげなく触れる回数を増やして様子を観察する
こととした。問題がありそうなら，ヘッドフォン型
デバイスの装着を見送ることも必要と考えた。なぜ
ならば,一度起こったパニックは児童の生活に出現し
やすくなり，日常生活上の困難に直結するためであ
る。 
(2) ヘルメット型遊具の装着体験 
次に，各児童がヘルメット型遊具(図 4)を装着す
る体験を行った。このヘルメット型遊具は，普段か
ら児童が自由遊びで用いているものであり，抵抗感
が少ないと予測されたためである。 
2.4 ヘッドフォン型デバイス装着時の手続き 
ヘッドフォン型デバイスを装着するにあたっては，
普段生活をしている部屋ではなく，静穏な環境が保
持できる部屋へ移動することとした。実際には，学
校教育では，ICT などの機器使用は，コンピュー
ター室，視聴覚室，端末室などの特別教室などで行
われることが多いためである。しかしながら，前述
した各児童の特性上，部屋移動についても，行動上
の課題が生じることが懸念されたため,普段から支援
を行っている指導員が移動に同伴することとした。 
ヘッドフォン型デバイスの装着時には，装着手順，
装着時に聴取する曲名，装着する予定の回数が記入
された手順書を示し，各児童の同意を得たうえで，
Neurosky社の mindwave MOBILEを熟知した関係者が
児童の頭部に着脱することとした。着脱の方法は，
前述の’Quick Start Guide’に示されている「セン
サー先端部(金属部分)が額に当たるようにセンサー
アームを調節し，イヤーループが耳の後ろに来るよ
うにセットしたらイヤークリップを耳に挟む。」と
いった手順の通りである。 
併せて，スタッフが着脱時に行う声かけもあらか
じめ決めておいた。まず，装着時には，「かっこい
いよー」と言葉だけをかけることとした。この時に
鏡を見せてしまうと何度も「見せて」と児童からい
われることが予測されるためである。装着している
間は，普段から活動中に用いている児童がなじみの
あるクラシック音楽を 2曲流した。 
次に，デバイスを取り外す際には，鏡で児童の姿
をみせ，「ほら，格好いいね」と声をかけることと
した。児童が後でヘッドフォン型デバイスについて，
気にする場合があるので鏡で見せて自分の行動を視
覚的に確認することを促すためである。つまり，自
分の行為(ヘッドフォン型デバイスを装着できたこ
と)を評価する際に，鏡を用いて確認することで，児
童自身が何を評価されているのかが理解しやすくな
ることをねらった。 
3. 結果 
この機器の装着にあたり，児童の感覚面の課題や
過敏を軽減するための取り組みの結果，A児から E児
までの行動面において，以下のような内容が観察さ
れた。 
(1) A児について 
練習であることを伝えるとヘルメット型遊具は装
着できた。ヘッドフォン型デバイスを見ると，最初
首をかしげ，視線が合わなかったが，つけることを
伝えると装着できた。つけている途中，外そうとす
ることはなかった。 
(2) B児について 
ヘルメット型遊具を装着する際には，いつも工具
の遊具やヘルメット型遊具をかぶって遊んでいるこ
ともあり，抵抗なく「大丈夫」と言いながらヘル
メット型遊具を装着していた。ヘッドフォン型デバ
イスを装着した際には，2 秒程度首をすくめたが，
音楽が流れている間，継続して装着できた。 
(3) C児について 
一般的に，気にいった帽子や洋服があると押さえ
て脱がないようにする子どもであるが，「ヘルメッ
トを優しくかぶってね」と声をかけるとかぶること図 4 ヘルメット型遊具 
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ができた。「ヘルメットを脱いで」という指示もす
ぐに実行できた。そのことにより，指示が伝わるこ
とが確認できた。 
ヘッドフォン型デバイスについても，「つけるよ」
と声をかけると装着できた。装着している間でも抵
抗なく，音楽が流れている間，ヘッドフォン型デバ
イスを装着し，取り外すことができた。 
(4) D児について 
普段からヘルメット型遊具をつけて遊んでいるこ
ともあり，ヘルメット型遊具を装着することには，
抵抗はなかった。取り外す際にもスムーズに行うこ
とができた。ヘッドフォン型デバイスについては，
装着時にはうつむいていたが，「つけるよ」と伝え
ると拒否することなく装着することができた。取り
外しの際にも抵抗がなかった。 
(5) E児について 
どちらかというと感覚鈍麻の傾向があるため，
ヘッドフォン型デバイスを装着の拒否感がないもの
と推測したが，逆にデバイスに対する不快感はない
か，児童の経過観察など安全面には配慮を行った。
会話が中断することが苦手な児童であり，話題の選
択ができないため，事前に時間をかけ，装着に関す
る説明を行った。 
4. 考察 
本研究においては，自閉症のある子どもたちの
ヘッドフォン型デバイス装着に関する実践的研究を
行うことで，自閉症のある子どもたちが ICT 関連デ
バイスを使用する際の感覚面における課題への対応
について検討を加えていくことを目的とした，現段
階で考察しうる内容は以下の通りである。 
4.1 感覚の過敏・鈍麻に対応する事前実践の必要性 
本研究においては，ヘッドフォン型デバイス装着に
係る事前実践において，指導員が日常的に，各児童の
頭部にさりげなく触れる回数を増やして様子を観察す
る取り組みや各児童がヘルメット型遊具を装着する体
験を行った。高橋(2009)は，感覚の過敏・鈍麻が指摘
されている重度・重複障がいのある児童集団活動の導
入時において，手足の触圧の実践を行っているが，今
回の事前実践においてもヘッドフォン型デバイス装着
時には，大きなパニックなどが出現することがなかっ
たことから，これらの取り組みは，一定の感覚の過
敏・鈍麻の軽減につながっているとも推測できる。 
4.2 自閉症児童が ICT機器デバイスを使用する際の計
画の必要性 
今回は，静穏な環境を保つため，児童の生活空間と
は異なる場所において，ヘッドフォン型デバイス装着
を行った。例えば，ICT の学習活動は集団で行うこと
も多いと考えられるが，場所移動が苦手で，普段と異
なる活動が要因となってパニックを起こす傾向の児童
が 1 番目に装着を行った。そして，2 番目以降の児童
には，1 番目の児童の様子や他の子どもの往来を見る
ことによって見通しが立ったと推察される。複数の児
童が ICT 機器を利用する場合には，児童が機器を使用
する順番など決めることも必要であろう。今回は，場
所移動の際にも，いつも指導員として接している大人
が付き添ったことが安心感につながったと考えられる。
活動時に，なじみのあるクラシック音楽が流れていた
ことが感覚の過敏や鈍磨，児童の緊張感の軽減につな
がったとも考えられる。ヘッドフォン型デバイスを取
りはずす際には，鏡で児童の姿をみせ，「ほら，格好
いいね」と声をかけたが，この声かけが児童の達成感
や自己肯定感の醸成に繋がっているとも考えられる。 
4.3 障がいのある子ども向けのデモンストレーション
ICT機器普及の必要性 
今日，ICT の普及に伴い，タブレット端末や様々な
アプリケーション，ICT 機器のデバイスなどの障がい
のある子どもの発達支援への活用が期待されている。 
学校教育や発達支援に従事する事業所においては，
機器導入を検討する場合も多いが，機器が高額である
場合や，機器更新による後続機種がリリースされるこ
とで，メインテナンスが継続しにくい場合もある。ま
た，児童が用いる場合，本研究においては，ヘッド
フォン型デバイスの中でも，耳に挟むことを要するデ
バイスであったため，児童の感覚過敏や鈍麻上の課題
に伴い，機器の破損なども懸念されたが，事前実践に
より比較的スムーズに行うことができた。これらの課
題を解消するため，今後は，障がいのある子ども向け
のデモンストレーション用の ICT 機器の普及も必要で
あろう。 
5. 今後に向けて 
本研究においては，自閉症のある児童が装着前に，
感覚上の課題に対応する実践を経た上で，Neurosky
社の mindwave MOBILE というヘッドフォン型デバイ
スの脱着を体験し，装着が可能であることが確認さ
れた。 
今後の研究課題であるが，このデバイスは，アプ
リケーションを併用することで，生体信号を感知し，
集中度，リラックス度などの精神状態を可視化でき
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る機能があるため，自閉症のある子どもの余暇活動
や学習活動時に用いることで，児童自身が自らの心
理的状況を確認するバイオフィードバックに活用で
きる可能性がある。継続して，研究を行っていきた
いと考えている。 
学校教育においては，「普段の学習活動において，
自閉症をはじめとする発達障がいのある児童・生徒
が ICT 機器やデバイスを利用する際に，占有やパ
ニック，長時間の使用，中止しにくいなどの状況が
ある」という教員の声が聞かれる場合もある。これ
らの状況に対して，教員は，どうしても障がいの特
性による「問題行動」といった捉え方をする傾向に
あるが，感覚の過敏や鈍麻などに対する事前の対応
や，ICT 機器やデバイス利用の際の活動内容の計画
などによって，円滑に ICT 機器やデバイスを利用で
きる可能性もあることが本研究で示唆された。ICT
機器やデバイスは，認知上，心理上，障がいのある
子どもの発達支援に有効であることも予測されるた
め，今後も ICT 機器やデバイスを活用した障がいの
ある子どもの発達支援について，研究を進めていき
たいと考えている。 
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